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西日本豪雨災害被災者への医療支援の報告
～初動調査および本隊医療支援チームを派遣～

トレーラーハウス

倉敷市上空から 避難所前も浸水

HuMAは、最も甚大な被害が報告されていた倉敷市真備町に7月8日から初動調査隊を派遣しました。
倉敷市保健所が所掌するKurashiki Disaster Recovery Orgaization (KuraDRO) の要請により、当時
約300名の地域住民の方々が避難されていた薗小学校での医療支援の実施を決定いたしました。

7月2日から5日頃の豪雨により、西日本各地で土砂崩れや川の氾濫による災害が発生しました。中でも、
岡山県、広島県、愛媛県では深刻な被害が生じました。岡山県においては、死者61名、行方不明者3名、
全半壊・浸水家屋の数は14,000棟にのぼり、5,000名近くが避難生活を余儀なくされました。

初動調査

子どものガーゼの交換 教室での診療教室前での問診

本隊医療支援チームは、薗小学校内の教室で日赤や大学からの応援チームと合同で診療を行いました。
その後、日中に自宅の片づけ作業等をされている被災者のために、校庭に設置されたトレーラーハウス
（Peace Winds Japan、A-PAD Japan、Civic Forceの3団体の提供）で夜間診療も行いました。

トレーラーハウスでの夜間診療 健康相談

7月9日から27日までに延べ412名の患者を診察しました。避難所となっていた体育館の環境改善も
お手伝いしました。緊急災害対応アライアンス「SEMA」を通じて多くの企業からもHuMAに支援を
いただきました。8月の毎週土曜日には小学校の保健室で健康相談を実施しました。その後の中長期
支援として、月に1回、日本アロマセラピー学会との協働で健康相談を継続中です。



発行＝認定特定非営利活動法人 災害人道医療支援会
連絡先＝東京サポート事務局 〒154-0002東京都世田谷区下馬1-32-4 ｱｰﾃﾞﾙﾎｰﾌ今井201

TEL/FAX: 03-3413-7510 Email: tso@huma.or.jp HP: http://www.huma.or.jp

ただいまの会員数452名
・正会員・登録会員331名

・賛助会員121名

（2018年10月末現在）

HuMA News Letter No.33 2018年12月

寄付金受付先

[銀行]
みずほ銀行 根津支店 普通預金口座 8010278
特定非営利活動法人 災害人道医療支援会
理事長 前川 和彦

[郵便局]
口座No. 00190-6-569149
口座名: 特定非営利活動法人 災害人道医療支援会

会員募集・寄付金のお願い
HuMAでは本会の活動方針に賛同いただける
会員・賛助会員及び活動資金の寄付金を随時
募集しております。
資料請求のお問い合わせ、銀行振込の場合で
領収証をご希望の場合、また寄付者の掲載に
ついて匿名をご希望の方は下記事務局まで
ご連絡をいただけますようお願いいたします。

ラオスの子どもたちにファーストエイド講習会を開催

実習の様子講義の様子 集合写真

10月6日、ラオスのルアンパルバンで、Children’s Culture Center（CCC、ラオス版「学童保育」）に
通う子どもたちに、命を守るファーストエイド講習会を開催しました。汚れた傷の処置や骨折への対応、
熱中症の予防などについて、講義、寸劇、実習を通じて伝えました。センター長の先生の通訳や、年長
の子による小さい子の誘導など、現地の方々の協力もあり、楽しく講習会を終えることができました。
先生方から、他の学校などでも講習会を開催してほしいという嬉しいリクエストもいただきました。

講義や実習の様子は、HuMAのHPやFacebookで動画でご覧いただけます。

ミャンマー・サイクロンから10年 現地からの報告

被災状況（当時） ヘルスセンター（現在）

2008年にミャンマーを襲い10万人以上の死者を出したサイクロン・ナルギスから10年が経ちました。
HuMAは当時ヘルスセンターの修復・再建、井戸の設置、マラリアの市民啓発などを行いました。

この度、当時のカウンターパート
である現地NGO・メッタヤシイン
のトントンさんからお礼のレター
が届きました。

4ページにわたり綴られていた、
HuMAへの感謝のことばや現在の
状況の報告から、その一部をご紹
介します。

トントンさん（右）と井戸

ナルギスで私の故郷は大きな被害を受けました。川には死体が浮かび、
村々は完全に破壊され、すべてを失っていました。支援してくださった
すべての皆様に心から感謝しています。

当時HuMAのメンバーと18基の井戸を設置しましたが、今回視察した
村々では現在も大切に使われていることを確認できました。その他の村
からも稼働中であると連絡がきています。

HuMAが今後も世界中の苦しんでいる人々に支援を届けられますよう
ミャンマーのデルタ地帯の小さな町から祈っています。

トントンさんからのメッセージ


